
上天草市立大矢野中学校　

災害の未然防止

情報収集
優先順位の決定
担当者への指示

安全確保
初期対応

関係機関への通報・連絡

災害対策本部、避難所

ストレスの把握

速やかな対応

情報収集・記録

説明責任

対応の振り返り

マニュアルの見直し

防災体制を確立し、設備点検、防災教育、避難訓練等を実施することにより災害の未然防止に努める

防災マニュアル（地震・津波・豪雨、Jアラート等）

初期対応

状況把握

安全確保

在宅時

【教職員】
①生徒自らの命を守る行動をとらせる。
②一時避難を行わせる。（避難経路及び避難場
所の安全確保）
【生徒】
・指導者の指示に従う
ＡＢＪ机の下にもぐる。頭を保護して姿勢を低
くする。Ｊ屋外の生徒は屋内へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災害発生　　　　　　　※Ｊアラート発令

【教職員】
①学校への安否報告
②災害対策本部長（校長）の指示により各業務
にあたる
③生徒の安否確認
【生徒】
・自ら命を守る行動をとる
①必要に応じて学校に連絡する（自宅にいな
い、けがをした　等）

在校時 登下校時 校外活動時

【教職員】
①登下校途中の生徒の安否確認・街頭活動
②学校にいる生徒の避難誘導
【生徒】
Ａ建物や塀、高い工作物から離れて姿勢を低く
する
Ｂ高台へ避難
ＣＪ店舗・民家等へ避難、保護者へ安否連絡保
護者夜学校へ連絡

【教職員】
①地形や周囲の状況を判断して、安全確保の指
示
Ｂ高台へ誘導
ＣＪ店舗・民家等へ誘導
【生徒】
・自ら命を守る行動をとる
・指導者の指示に従う

Ａ　地震　　Ｂ　津波　Ｃ　豪雨　Ｊ　Ｊアラート

                             　　　　　　　　　　　　　　　　　  【校長（教頭）】の指示
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　①可能な限り客観的で正確な事実の把握・最新情報の収集（テレビ、ラジオ、インターネット）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②最優先事項を見極め、冷静な対応を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　   　③応急対応、避難訓練、重要物の持ち出し等を各担当に指示
　　　　　　　　　　　　　　　　　   ④授業継続、待機、集団下校、保護者引き渡し等の措置について判断し、各担当に連絡

　　　　　　　　　　　　　○強いストレスから来る心の健康問題を注意深く見守る。健康観察、アンケート調査を行う。（災害による長期休業の場合は、仮定法もにゃ避難所訪問を行う）
　　　　　　　　　　　　　○必要な生徒へは、関係機関（ＳＣ等）と連携して取り組む。

　　　　　　　　　　　　　○情報を収集し、記録する。
　　　　　　　　　　　　　○マスコミ対応は教頭に窓口を一本化する。個人情報の保護には十分配慮する。

　　　　　　　　　　　　　○学校休業の場合は、学校再開への準備（施設設備、通学路の点検）
　　　　　　　　　　　　　○防災計画、防災マニュアル、避難訓練等の再検討

①緊急放送による避難誘導
②避難
③避難後の人員確認
④被害状況の確認
⑤危険個所の応急措置や立ち入り禁止措置
⑥必要に応じて保護者連絡・引き渡し

①保護者への連絡（安心メール）
②登下校中の生徒の保護
③全員の安否確認
④在校生徒は保護者への確実な引き渡し

①屋外での活動中止
②避難場所の判断と避難誘導
③学校への連絡・報告
④保護者への連絡（安心メール）

※必要に応じて、上天草市教育委員会・天草教育事務所への報告

　　　　　　　　　　　　　○初期対応後、生徒の安全確保を確認した段階でその後の対応・対策について方針や具体的な業務内容を決定し、行動するために対策本部を設置する。
　　　　　　　　　　　　　　　　・本部長：校長　　・副本部長：教頭、事務長　　・班長：防災主任、教務主任、学年主任
　　　　　　　　　　　　　○学校が避難所となる場合、市職員と区長会、学校職員からなる避難所運営協力班を組織する。

①教職員の安否確認
②生徒の安否確認（安心メール・電話）報告
③学校・通学路の被害状況確認
④危険個所の応急措置や立ち入り禁止措置


